
海
事
産
業
の
安
全
確
保
と
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
施
策
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
予
算
編
成
お
よ
び
税
制
改
正
に
関
す
る
決
議
（
案
）令

和

四
年
十
一
月
L
七
日

　
　
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

　
海
運
・
造
船
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

海
事
立

国
推
進
議
員
連
盟

　
海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
運
・
造
船
を
は
じ
め
と
す
る
海
事
産
業
は
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、

そ

の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
担
う
海
運
業
は
、
一
昨
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
様
々
な
制
限
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影
響
下
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
物
流

と
人
流
を
支
え
、
ま
た
、
海
運
に
船
舶
を
供
給
す
る
造
船
業
・
舶
用
工
業
は
、
裾
野
の
広
い
地
域
密
着
型
産
業
と
し
て
地
域
に
雇

用
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
艦
艇
や
巡
視
船
の
建
造
、
修
繕
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　
一
方
、
本
年
4
月
に
は
、
北
海
道
知
床
に
お
い
て
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
痛
ま
し
い
海
難
事
故
が
発
生
し
、
海
上
輸

送
に

お
け
る
安
全
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
海
事
産
業
の
業
況
に
目
を
向
け
る
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に

あ
る
。
造
船
・
舶
用
工
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
中
国
・
韓
国
と
の
厳
し
い
競
争
環
境
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
一
部
に
お

い
て
手
持
ち
工
事
量
の
回
復
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
鋼
材
価
格
の
高
止
ま
り
の
影
響
に
よ
り
、
採
算
性
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
外
航
海
運
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
後
に
運
賃
市
況
が
上
昇
し
た
が
、
直
近
で
は
下
落
傾
向
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
航
海
運
業
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ゥ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
輸
送
需
要

が
大
幅
に

落
ち
込
ん
で
以
来
、
旅
客
・
貨
物
と
も
に
、
全
体
と
し
て
、
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
多
く

の
事
業
者
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ま
ず
は
、
小
型
旅
客
船
の
安
全
・
安
心
対
策
を
徹
底
的
に
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
経
済
活
動
を
足
元
か
ら
支
え
る
我
が
国
の
海
事
産
業
が
、
そ
の
高
い
技
術
力
を
も
っ
て
国
際
市
場
を
勝
ち
抜
き
、

再
び
世
界
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
た
め
に
は
、
政
府
に
お
い
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン

の
推
進
、
自
動
運
航
船
の
実
用
化
、
経
済
安
全
保
障
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
に
対
応
し
、
海
事
産
業
の
事
業
基
盤
の
強
化
や
生

産
性
の
向
上
等
を
一
層
強
く
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
当
た
り
、
海
運
・
造
船
対
策
特
別
委
員
会
及
び
海
事
立
国
推
進
議
員
連
盟
に
よ
る
要
望
が
実
り
、
ま
ず

今
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
補
正
予
算
案
に
、
小
型
旅
客
船
に
係
る
総
合
的
な
安
全
対
策
や
経
済
安
全
保
障
の
早
期
確
立
、
銅
材
の
調

達
多
角
化
、
燃
料
油
価
格
高
騰
対
策
等
に
必
要
な
予
算
を
計
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
海
事
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
等
を
一
層
推
進
す
る
べ
く
、
令
和
五
年
度
当
初
予
算
案
に
お
い
て
も
十
分
な
額
を
確
保
し
つ
つ
、
税
制
改
正
に
お
い
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
法
改
正
を
含
め
、
以
下
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

一．

痛
ま
し
い
海
難
事
故
が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
安
心
し
て
旅
客
船
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
重
層
的
か
つ

　
徹
底
的
に
安
全
・
安
心
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
措
置
す
る
こ
と

　
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
安
定
的
な
国
際
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、
国
内
の
船
主
が
取
得
す
る
外
航
船
舶
に
係
る

　
特
別
償
却
制
度
を
拡
充
・
延
長
す
る
と
と
も
に
、
船
舶
の
国
内
生
産
に
係
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
を
図
る
こ
と

．

ト
ン
数
標
準
税
制
、
船
舶
に
係
る
買
換
特
例
制
度
、
内
航
船
舶
に
係
る
特
別
償
却
制
度
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
及
び
地

　
球
温
暖
化
対
策
税
の
還
付
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
延
長
す
る
こ
と

．

海
事
分
野
で
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
及
び
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
自
動
運
航
船
の
実
用
化

　
に
向
け
た
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
海
事
産
業
強
化
法
の
活
用
な
ど
に
よ
り
海
事
産
業
の
事
業
基
盤
の
強
化
及
び

　
取
引
環
境
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、
「
船
員
の
働
き
方
改
革
」
の
推
進
を
は
じ
め
海
事
人
材
の
確
保
・
育
成
を
推
進
す
る
こ
と

　
造
船
業
に
関
し
、
国
際
的
な
造
船
市
場
に
お
け
る
公
正
な
競
争
環
境
の
整
備
、
新
造
船
発
注
喚
起
の
た
め
の
十
分
な
予
算
確

　
保
等
を
図
る
と
と
も
に
、
鋼
材
の
価
格
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
官
公
庁
船
を
は
じ
め
と
し
た
船
舶
の
価
格
へ
の
転
嫁
が
円

　
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

．

内
航
海
運
業
に
関
し
、
燃
料
油
価
格
の
高
騰
が
内
航
海
運
事
業
者
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
と
し
て

　
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

　
旅
客
船
事
業
に
関
し
、
離
島
航
路
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
そ
の
十
分
な
所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
つ
つ
、
旅
客
船
需
要
の
喚
起
に
取
り
組
む
こ
と

以
上
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